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研究成果の概要： 
  わが国の看護基礎教育において遺伝遺護教育を導入・発展させていくために、看護教員のた 
めの教育プログラムの開発にあたり、 国内・外の遺伝看護教育の実態調査を行った。それに 

よると、基礎教育全体に遺伝看護の要素が盛り込まれる傾向にあること、看護学以外のコース 

に「遺伝カンセラー養成」等の大学院修士レベルのコースが設置されつつあった。しかし、「遺 

伝看護教育」とはどのようなものであり、その教育展開はどうあったらよいかを知りたいとい 

うニーズが多かった。 

教育プログラムの内容および展開方法については、海外の研究協力者と共に国際的な視野か

ら検討を行い、実施した。そして、臨床遺伝学の基礎と主な疾病の事例展開を中心に、E-ラー

ニングと対面授業を行い、websiteでの調査とフォーカスグループ・インタビューによる評価

を行った。学習モニターは、全国を８ブロックに分けて募集をした看護学教員30名であった。

対面授業による学習者の情報交換および交流は、遺伝看護教育のあり方を検討する上で、有意

義な反応がみられた。また、学習者の要請により、本研究において作成したE－ラーニング教

育内容および「国際遺伝看護教育セミナー2007 ＆2008」の講義内容を冊子体に編集をした。 
 

 

 

 交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

２００７年度 6,700,000 2,010,000 8,710,000 

２００８年度 4,000,000 1,200,000 5,200,000 

年度  

  年度  

総 計 15,200,000 4,560,000 19,760,000 
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科研費の分科・細目： 看護学・基礎看護学 
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１． 研究開始当初の背景 
わが国の遺伝医療システムの検討は、厚生

科学研究「遺伝医療システムの構築に関する
研究」（平成 10 年～平成 15 年）として行わ

 



 

れてきた。そして、平成 14 年に臨床遺伝専
門医制度が、平成 17 年には認定遺伝カウン
セラー制度が発足した。の検討が行われ、本
研究者らは「認定遺伝カウンセラーの資格認
定のための教育内容・認定試験に関する検討
に参加してきた。認定遺伝カウンセラーの養
成は、国際的な教育レベルに合わせた大学院
修士の教育となった。わが国の専門看護師も
大学院修士の教育となっており、遺伝専門看
護師については日本遺伝看護学会を中心と
して検討が行われている。教育内容は、国際
遺伝看護学会（ International Society of 
Nurses Genetics, Inc.：ISONG）の認定遺伝
看護師や、わが国の認定遺伝カウンセラーの
養成教育内容を参考にするものと考える。し
かし、看護基礎教育における遺伝に関する検
討は、研究者らがそれぞれに行った遺伝医
療・看護に関連する教科目や内容項目の実態
調査に止まっている。本研究により、看護教
員に遺伝看護についての理解を深め、その教
育に導入・展開をしていくことが期待される。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、看護学教育における遺伝看護教

育の充実を図ることを目的に、看護基礎教育
に携わる教員を対象とした遺伝看護の教育
プログラムの作成・実施・評価を行うことで
ある。  

ヒトゲノムの研究が進み、遺伝子が人間の
健康に密接に関わっていることが明らかと
なってきた。そしてこれまでの単一遺伝子に
よる稀な病気を持つ人々を対象にケア提供
をしてきた遺伝看護（Genetics Nursing）か
ら、遺伝子と遺伝子相互や環境との関連によ
って生じるとされる多くの病気などのあら
ゆる健康のレベルを対象とした遺伝看護
（Genetics ＆ Genomics Nursing ）へ看護
の範囲が拡大されてきた。このため、遺伝看
護の要素は人間の健康に関する看護教育の
全般に関与すると考えられる。また、遺伝医
療、バイオや情報通信技術の急速な発展をし
ている社会にあって、看護学に新しいパラダ
イムとしての遺伝看護の教育が求められて
いる。それには、遺伝看護の要素を教育に導
入し、展開をする看護学教員の遺伝看護に関
する教育の機会が必要であると考える。 
本研究では、初めに看護基礎教育における

遺伝看護の教育内容・教授方法の検討を行い、
遺伝看護を教育に導入するにあたっての教
員の認識調査を全国的に行う。それをもとに、
教員のための教育内容・方法の教育プログラ
ムを作成し、教員を対象にそのプログラムを
実際に展開し、参加教員の教育への導入など
の追跡調査を行おうと考えている。 

 
 

３．研究の方法 
 
１）国内外の遺伝看護教育の実態について、
報告論文や通信媒体から情報収集、国際看護
学会（ISONG）のメンバーである有識者から
の聞き取り調査を行った。 
２）教育プログラムの作成および展開方法に
ついて、海外の研究協力者と共に国際的視野
から検討した。 
３）教育プログラムの展開は、全国を８ブロ
ックに分けて看護教育者を対象に学習モニ
ターを募集し、E-ラーニングと対面授業を行
った。その評価は、website による調査とフ
ォーカスグループ・インタビューにより行っ
た。 
 
 
４．研究成果 
 

  国内・外の遺伝看護教育の実態調査を、 

報告論文や通信媒体物から情報収集、有識者 

からの聞き取り調査を行った。国内の遺伝看 

護教育の状況は、教育機関に違いはあるが、 

看護教育内容の全体に遺伝看護の要素が導 

入されてきている状況にあった。看護学以外 

のコースとして「遺伝学関連」の大学院修士 

レベルのコースが設置されつつあった。 

  教育プログラムの内容および展開方法に 

ついては、海外の研究協力者と共に国際的な 

視野から検討を行った。E-ラーニングや遠隔 

授業などの環境整備として、学習モニターへ 

のwebsite による調査や近隣の病院への遠隔 

公開講義「英国における遺伝看護の現状」（ 

講師：海外研究協力者）を行った。その一部 
をISONG Conference  (International Society of  
Nurses in Genetics) 19-22  May 2007 Bristol,  
England UK “The Development of a Genetic  
Nursing Distance – Learning Program”として報 
告して評価を受けた。                   

学習モニターは全国を8ブロックに分けて 
30名の看護学教員を対象とした。教育プログ
ラムの展開は、E-ラーニングと対面授業を２
年間（2007年と2008年）行った。2007年には
、看護基礎教育へ遺伝看護の導入に向けて、
遺伝看護の教育状況の把握と遺伝看護教育の
あり方について行った。学習の事前調査を
websiteで行い、対面授業に海外専門家を講師
として招聘して「国際遺伝看護教育セミナー 
2007」を東京国際交流センターで開催した。
本研究者達は、これまでの調査や教育実践に
ついて講義を行った。このことから、講師と
学習者間で講義に対する質疑・応答が活発に
行われ、また交流の時間の活用により、学習
者間においても情報収集・交換が行われた。 
2008年には、E-ラ-ニング教材として、主な遺
伝性疾患の事例展開学習ができる５事例を作

 



 

成した。それをE－ラーニングで展開し、さら
に対面授業である「国際遺伝看護教育セミナ
ー2008」で3事例について解説を行った。その
後にフォーカスグループ・インタビューによ
る教材活用についての評価を行った。評価の
中で、特に遺伝看護教育の必要性が高く、そ
れを前提とした意見交換であったことから、
学習者の遺伝看護教育に対する意識が高まっ
たといえる。 
 また、学習者からの要望があった本研究に 
おいて作成したE－ラーニング教育内容およ 
び「国際遺伝看護教育セミナー2007 ＆2008 
」の講義内容を冊子体に編集をした。さらに 
CD教材による学習ができるように編集を考え 
ている。 
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